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江
湖
詩
社
の
田
園
詩
に
つ
い
て

『四
時
田
園
雑
興
』
の
刊
行
と
性
霊
詩
風
の
形
成I

王

強

自

江
戸
後
期
の
田
園
詩
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
氏
は
、
田
園
詩
の
流
行
に

は
、
「清
新
性
霊
の
詩
の
伝
播
」
と

「南
宋
田
園
詩
の
影
響
」
が
背
景
に

あ
る
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
氏
の
論
は
江
戸
後
期
の
漢
詩
人
佐
羽
淡
斎

の
田
園
詩
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、

江
湖
詩
社
の83
園
詩
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
揖
斐
氏
の
言
う

「南
宋
田

園
詩
」
は
、
南
宋
三
大
家
と
称
さ
れ
た
池
成
大

・
陸
湘

．
楊
万
里
の
田

園
詩
を
指
す
。
こ
の
三
人
は
南
宋
――一家
と
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り
に
さ
れ

て
い
る
が
、
詩
の
特
徴
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
南
宋
三
家

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
と
江
戸
後
期
の
田
園
詩
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と

で
、
江
戸
後
期
の
詩
壇
に
お
け
る
南
宋
田
園
詩
受
容
の
実
相
が
よ
り
明

瞭
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
江
戸
後
期
の
田
園
詩
に
見
え
る
落
成
大
の
受
容
に
つ
い
て
、

中
村
幸
彦
氏
は

「幕
末
の
田
園
詩
と
い
え
ば
、
宋
の
田
園
詩
人
と
称
さ

は
じ
め
に
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十
八
世
紀
中
頃
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
お
よ
そ
百
五
十
年
の
間
、

多
く
の
詩
社
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）

に
開
か
れ
た
江
湖
詩
社
は
、
盟
主
市
河
寛
斎
と
同
人
柏
木
如
亭

・
大
窪

詩
仏

・
菊
池
五
山
ら
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
社
の
竹
枝

詞
と
性
霊
詩
風
の
形
成
や
江
戸
後
期
の
詩
風
革
新
と
の
関
係
に
つ
い
て

（注l)

は
、
す
で
に
揖
斐
高
氏
に
よ
る

一
連
の
考
察
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

竹
枝
詞
の
ほ
か
、
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
が
田
園
詩
も
多
作
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
江
湖
詩
社
の
田

園
詩
と
性
霊
詩
風
と
の
間
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の

か
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。



れ
る
苑
成
大

（石
湖
）
の

〈四
時
田
園
雑
興
〉
六
十
首
の
影
響
は
無
視

（注3)

で
き
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
に
お

け
る
疱
成
大
の
田
園
詩
受
容
を
考
察
す
る
際
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

氏
は
江
戸
後
期
の
田
園
詩
を
概
観
し
た
上
で
、
主
に
田
園
詩
と
俳
諧
と

の
関
わ
り
を
論
じ
て
お
り
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
の
具
体
的
な
あ
り
様
、

お
よ
び
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

『四
時
田
園
雑
興
』
か
ら
影
響
を
受
け
た

の
か
を
十
分
に
は
論
じ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
の

『四
時
田
園

雑
興
』
の
出
版
活
動
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
と
池

成
大
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
如
亭

・
詩
仏

•
五
山

の
田
園
詩
に
見
ら
れ
る
性
霊
詩
風
の
様
相
を
検
討
す
る
。

一
、
『四
時
田
園
雑
興
』
の
出
版
と
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち

現
在
、
確
認
で
き
る

『四
時
田
園
雑
興
』
（以
下

『雑
興
』
）
の
和
刻

本
に
つ
い
て
、
杉
仁
氏
は

「在
村
文
化
の
ア
ジ
ア
交
流
と
書
物
出
版
活

動
」
に
お
い
て
、
「南
宋
田
園
詩
和
刻
本

一
覧
表
」
を
作
成
し
、
「雑
興
』

（注4)

の
四
つ
の
和
刻
本
に
言
及
し
た
。
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
そ
の
四
つ
の

和
刻
本
は
、
成
趣
園
本

（享
和
――一年

〈
一
八0
三
〉
跛
刊
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
）
、
刊
行
年
次
不
明
本

（同
所
蔵
、
以
下
年
次
不
明
本
）
、

晩
晴
堂
本

（享
和
三
年
序
刊
）
お
よ
び

『和
刻
本
漢
詩
集
成
』
所
収
の

影
印
本

（以
下
集
成
本
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
刊
本
の
系
統

に
つ
い
て
は
、
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
氏
は
地
方
詩
壇
の
田
園
詩
出
版
を
論
述
す
る
際
に
、
も
っ
ぱ

ら
成
趣
園
本
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行

っ
た
。
実
は
、
杉
仁
氏
が
言
及

し
た

『雑
興
』
の
刊
本
以
外
に
も
、
大
窪
詩
仏
が
刊
行
し
た

『宋
三
大

家
絶
旬
』
（享
和
三
年
刊
）
と

『苑
石
湖
詩
紗
』
（文
化
元
年

〈
一
八
〇

四
〉
刊
）
に
も

『雑
興
』
の
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単

行
本

「雑
興
』
の
和
刻
本
の
系
統
や
、
『宋
三
大
家
絶
旬
』
と

『サ氾
石
湖

詩
紗
』
所
収
の

「雑
興
』
の
詩
に
つ
い
て
は
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
単
行
本

『雑
興
』
の
和
刻
本
の
系
統
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（注5)

成
趣
園
本
の
巻
末
に
は
、
伊
達
筵
亭
の
享
和
三
年
三
月
の
跛
文
が
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
中
に
筵
亭
は
、
こ
の
和
刻
本
の
出
版
経
緯

に
関
し
て
、
「暇
日
、
抜
其
詩
詞
雑
俎
中
、
家
刻
以
自
翫
」
（暇H

‘
其

も
て
あ
そ

れ
を

『詩
詞
雑
俎
』
の
中
よ
り
抜
き
、
家
刻
し
て
以
て
自
ら
翫
ぶ
）
と

述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る

『詩
詞
雑
俎
』
は
、
明
末
の
蔵
書

家

・
出
版
家
で
あ
る
毛
晋

（書
斎
名
は
汲
古
閣
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
、

疱
成
大
の

『雑
興
』
や
宋
の
李
清
照
著

「漱
玉
詞
』
、
お
よ
び
元
の
杜
本

（注6)

編

『谷
音
』
な
ど
の
十
二
種
の
作
品
集
を
収
録
し
て
い
る
。
成
趣
園
本

（マ
マ）

『雑
興
』
の
特
徴
に
つ
い
て
、
杉
氏
は

「原
典
の
柱
下
部

〈汲
古
園
〉
を

の
ぞ
き
、
楷
書
の
字
形
、
各
行
の
字
配
り
、
各T
の
行
数
な
ど
、
柱
上
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部

〈石
湖
詩
〉
も
ふ
く
め
、
す
べ
て
そ
の
ま
ま
覆
刻
。
も
ち
ろ
ん
白
文

（注7)

の
ま
ま
訓
点
な
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。

次
に
、
成
趣
園
本
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
晩
晴
堂
本
に
つ
い
て
確
認

す
る
。
見
返
し
に

「晩
晴
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
晩
晴
堂
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
、
柏
木
如
亭
は
信
濃
国
中
野
の
晩

晴
堂
に
移
り
、
晩
晴
吟
社
を
開
い
た
。
晩
晴
堂
刊
本
の

『雑
興
』
に
は

訓
点
が
あ
り
、
巻
頭
に
は
如
亭
に
よ
る
享
和
三
年
九
月
の
序
文
が
付
さ

れ
て
い
る
。
晩
晴
堂
本
の
本
文
に
あ
る
字
形
や
各
丁
の
行
数
、
各
行
の

字
配
り
、
一
字
分
空
け
の
位
置
は
、
原
刻
本

『詩
詞
雑
俎
』
所
収
の

「雑

興
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
原
刻
本
の
柱
上
部
に
あ
っ
た

「石
湖
詩
」

や
柱
下
部
の

「汲
古
閣
」
の
文
字
は
な
く
、
柱
の
中
間
部
分
に

「石
湖

詩
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
晩
晴
堂
本
は
、
柱
の
部
分
を
除

き
、
原
刻
本
を
も
と
に
覆
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
集
成
本
に
つ
い
て
、
長
沢
氏
は

『和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
十

五
輯
の
解
題
に

「詩
詞
雑
俎
を
覆
刻
し
た
成
趣
園
刊
本
の
刊
行
の
跛
を

去

っ
て
覆
刻
し
た
も
の
か
。
成
趣
園
刊
本
に
は
匡
郭
上
の
校
語
な
く
、

大
沼
枕
山
の
序
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
刻
本

「詩
詞

雑
俎
』
や
成
趣
園
本
、
集
成
本
を
比
較
す
る
と
、
集
成
本
は
成
趣
園
本

で
は
な
く
、
む
し
ろ
原
刻
本
を
覆
刻
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
集
成
本
の
柱
に
見
ら
れ
る

「石
湖
詩
」

と

「汲
古
閣
」
は
、
原
刻
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
成
趣
園
本
の
柱
に
お
い
て
は
、
「汲
古
閣
」
が
削
ら
れ
、
「石

湖
詩
」
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
刊
本
の
字
形
を
比

較
す
る
と
、
集
成
本
の
字
形
は
成
趣
園
本
よ
り
も
原
刻
本
に
近
い
。
た

と
え
ば
、
左
図
の
よ
う
に
、
巻
頭
の
二
つ
目
の
序
文
の
三
行
日
、
上
か

ら
六
文
字H
の

「刻
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
、
図3

の

「刻
」
の
左
側
、

第
五
画
日
の

「）
」
は
、
図l

と
同
様
に
、
第
四
画
目
の

「）
」
よ
り

短
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
ほ
か
の
箇
所
に
も
多
数
見
ら
れ
る
。
な
お
、

巻
頭
に
大
沼
枕
山
の
序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
成
本
は
幕
末
明
治
期

に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
注H
す
べ
き
は
、
集
成
本

の
欄
外
に
八
条
の
頭
注
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

頭
注
は
、
原
刻
本
や
成
趣
園
本
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
覆
刻
の
際
に

追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

図1

原
刻
本

図2

成
趣
園
本

（内
閣
文
庫
蔵
）

（早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
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図3

集
成
本

（『和
刻
本
漢
詩
集
成
』
所
収
）

渇

最
後
に
、
年
次
不
明
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
序
跛
な
ど

の
情
報
が
な
い
た
め
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
原
刻
本
や
成
趣
園
本
、
集
成
本
に
比
べ



る
と
、
年
次
不
明
本
は
巻
頭
の
大
沼
枕
山
の
序
文
が
な
い
点
を
除
け
ば
、

集
成
本
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
集
成
本
が
鮮
明
な
文
字
や

均
等
な
枠
線
を
保

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
年
次
不
明
本
に
は
文
字
や
枠

線
が
か
す
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
年
次
不
明
本

は
、
後
に
集
成
本
か
ら
枕
山
の
序
文
を
除
い
た
上
で
、
そ
の
板
木
を
使
っ

て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
現
存
す
る

『雑
興
』
の
和
刻
本
の
系
統
を
整
理
し
た
。
成
趣

園
本

（享
和
三
年
）
や
、
晩
晴
堂
本

（享
和
三
年
）
、
集
成
本

（幕
末
明

治
期
）
は
、
原
刻
本

『詩
詞
雑
俎
』
所
収
の

『雑
興
』
を
も
と
に
、
覆

刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
年
次
不
明
本
は
集
成
本
の
後
印
本
で

あ
る
。

か
れ
る
よ
う
に
、
五
山
は

『雑
興
』
の
校
正
稿
に
お
け
る
七
、
八
箇
所

の
誤
り
を
訂
正
し
た
。
ま
た
、
五
山
は

「此
本

（田
園
雑
興
、
筆
者
注
）

京
師
へ
遣
し
候
間
、
左
様
思
召
可
被
下
候
。
仕
立
万
々
三
亥
へ
申
遣
候
、

（注12)

部
数
之
所
斗
被
仰
遣
可
被
下
候
」
、
「尚
々
田
園
雑
興
壱
部
適
斎

へ
遣
し

（注13)

可
被
下
よ
し
、
早
速
相
達
可
申
候
」
と
い
う
二
通
の
書
簡
を
筵
亭
に
送

り
、
和
刻
本

『雑
興
』
の
流
通
を
促
進
し
た
。
こ
こ
の

「
――一亥
」
は
市

河
覚
斎
の
息
子
市
河
米
庵
、
「適
斎
」
は
五
山
と
交
わ
っ
た
文
人
原
適
斎

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『雑
興
』
の
刊
行
に
つ
い
て
、
笹
亭
は
菊
池
五

山
か
ら
大
き
な
力
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

筵
亭
の
出
版
活
動
に
対
し
て
、
杉
仁
氏
は

「寛
斎
は
じ
め
江
湖
詩
社

の
清
新
性
霊
派
が
手
本
と
み
な
し
て
い
た
南
宋
田
園
詩
集
、
そ
の
和
刻
（注14)

本
の

一
先
駆
で
あ
り
、
唯

一
の
地
方
出
版
と
な

っ
た
」
と
評
価
す
る
。

し
か
し
、
成
趣
園
本
が
刊
行
さ
れ
た
二
年
前
、
大
窪
詩
仏
ら
は
す
で
に

陸
湘
の83

園
詩
を
含
む
詩
集

『放
翁
先
生
詩
紗
』
（享
和
元
年

〈
一
八
〇

-
〉
刊
）
を
上
梓
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
『宋
――一大
家
絶
旬
』
や

『ザ追
石

湖
詩
紗
』
、
『三
家
妙
絶
』
（文
化
四
年

〈
一
八0
七
〉
刊
、
市
河
寛
斎

編
、
菊
池
五
山
な
ど
践
）
お
よ
び

『広
三
大
家
絶
旬
』
（文
化
九
年

〈
一

八

―
―-
〉
刊
、
大
窪
詩
仏

・
菊
池
五
山
編
）
な
ど
の
疱
成
大
に
関
す
る

詩
集
が
続
々
と
世
に
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
江
湖
詩
社
の
――一家
詩
の
出

版
営
為
の
流
れ
の
中
で
、
筵
亭
は

『雑
興
』
を
刊
行
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
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で
は
、
そ
れ
ら
の
和
刻
本

『雑
興
』
の
出
版
と
江
湖
詩
社
の
詩
人
た

ち
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。

ま
ず
、
成
趣
園
本
を
刊
行
し
た
伊
達
筵
亭
と
関
係
の
深
い
人
物
に
菊
池

五
山
が
い
る
。
寛
政
十

一
年

（
一
七
九
九
）
か
ら
文
化
―
一年
(
-
八0

五
）
ま
で
、
五
山
は
四
日
市
に
滞
在
し
た
と
き
に
、
筵
亭
か
ら
大
き
な

（注9)

庇
護
を
受
け
て
い
た
。
五
山
と
筵
亭
と
の
交
わ
り
に
つ
い
て
は
、
伊
達
（注10)

筵
亭
宛
菊
池
五
山
書
簡

（二
十
八
通
現
存
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
『雑
興
』
に
関
す
る
書
簡
が
三
通
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「昨
日
は
拝
顔
、
大
幸
仕
候
。
且
亦
田
園
雑
興
校
正
仕
候

（注11)

処
、
七
八
ヶ
処
誤
り
御
座
候
間
、
則
上
へ
直
し
之
下
札
い
た
し
」
と
書



ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
晩
晴
堂
本

「雑
興
』
は
、
江
湖
詩
社
の
同

人
柏
木
如
亭
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
集
成
本

『雑
興
』
の
巻
頭
に
は
、
幕
末
明
治
期
の
漢
詩
人
大
沼
枕
山
の
序
文
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
本
文
に
訓
点
と
漢
字
片
仮
名
の
書
き
入
れ
が
多
数
あ

り
、
巻
末
に

「
枕
山
先
生
講
述
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
こ
の
刊
本
は
、

枕
山
の

『雑
興
』
の
講
義
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
、
十
八
歳
の
大
沼
枕
山
は
、
菊
池
五
山
の
門
に
入
り
漢
詩

を
学
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
後
年
枕
山
が

『雑
興
」
の
講
義
を
行

っ

た
の
は
、
や
は
り
五
山
の

『雑
興
』
の
出
版
活
動
か
ら
影
響
を
受
け
た

か
ら
だ
ろ
う
。

以
上
、
成
趣
園
本
と
晩
晴
堂
本
の
出
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
に
在
住

し
て
い
た
菊
池
五
山
と
柏
木
如
亭
に
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
頃
、

江
戸
に
活
躍
し
て
い
る
大
窪
詩
仏
は
、
「雑
興
』
の
出
版
に
も
尽
力
し
て

、
こ
。
vt文

化
元
年(
-
八0
四
）
、
大
窪
詩
仏
と
山
本
北
山
の
息
子
山
本
緑
陰

は
、
和
刻
本

『池
石
湖
詩
紗
』
（清
人
周
雪
蒼

・
柴
錦
川
原
選
、
三
巻
三

冊
）
を
刊
行
し
た
。
こ
の
詩
集
に
は
、
六
十
首
の
組
詩

『雑
興
』
の
中

の
――
-+

―
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
仏
と
緑
陰
は
、
南
宋
三

家
の
七
言
絶
旬
を
集
め
た

『宋
――一大
家
絶
旬
』
の

「石
湖
百
絶
」
の
中

で
、

可
取
捨

一
首
。
而
清
周
雪
蒼

・
柴
錦
川
所
選
石
湖
詩
紗
三
十

一
首
、

向
已
上
梓
、
与
放
翁
詩
紗
同
行
於
世
。
故
今
取
其
余
二
十
九
首
云
゜

（『田
園
雑
興
』
六
十
首
を
刊
し
て
石
湖
書
院
に
置
く
。
蓋
し
公
の

平
生
得
意
の
作
な
り
。

一
首
を
取
捨
す
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
清
の

周
雪
蒼

・
柴
錦
川
の
選
す
る
所
の

「石
湖
詩
紗
』
三
十

一
首
、
向

す
で

と
も

に
已
に
上
梓
し
、
放
翁
詩
紗
と
同
に
世
に
行
は
る
。
故
に
今
其
の

余
り
の
二
十
九
首
を
取
る
と
云
ふ
。
）

と
い
う
割
注
を
書
き
、
『苑
石
湖
詩
紗
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い

『雑

（注15)

興
』
の
二
十
九
首
を
意
識
的
に
上
梓
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
窪
詩
仏

ら
の
一
連
の
出
版
活
動
に
よ
っ
て
、
文
化
元
年
頃
の
中
央
詩
壇
に
お
い

て
も
、
『雑
輿
』
の
全
貌
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
享
和

・
文
化
頃
、
白
文
本
や
訓
点
本
お
よ
び
選
集

本
の

「雑
興
』
が
次
々
と
世
に
出
さ
れ
、
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ

て
主
導
さ
れ
た

「雑
興
』
の
出
版
ブ
ー
ム
は
、
江
戸
後
期
の
詩
壇
に
お

け
る
田
園
詩
の
創
作
を
促
し
た
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
江
湖
詩
社
の
田

園
詩
に
見
ら
れ
る

『雑
興
』
の
受
容
を
検
討
す
る
。
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二
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
に
見
る

『四
時
田
園
雑
興
』
の

受
容

田
園
雑
興
六
十
首
刊
置
石
湖
書
院
。
蓋
公
平
生
得
意
之
作
也
。
不

大
窪
詩
仏
と
佐
羽
淡
斎
の
田
園
詩
に
見
ら
れ
る
疱
成
大

『雑
興
』
の



受
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
揖
斐
高
氏
は
、

淡
斎
の

「桐
生
竹
枝
」
其
四

（
『淡
斎
百
絶
』
所
収
、
文
化
六
年

〈
一
八

0
九
〉
序
刊
）
の
転
旬

「沸
湯
煮
雪
湧
波
時
」
（湯
を
沸
か
し
て
雪
を
煮

て

波
を
湧
か
す
時
）
は
、
サ氾
成
大
の

「右
夏
日
田
園
雑
興
十
二
絶
」

其
四
の
前
半
二
旬

「百
沸
繰
湯
雪
湧
波
、
繰
車
噌
噴
雨
嗚
蓑
」
（百
沸
の

繰
湯

雪

波
を
湧
か
す
、
繰
車
噌
噴
と
し
て

雨

蓑
に
嗚
る
）
の

（注16)

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
詩
仏
の

「
田
家
二

首
」
其
二

（『卜
居
集
』
所
収
、
覚
政
五
年

〈
一
七
九
三
〉
序
刊
）
の
転

句

「繰
湯
湧
雪
上
繰
車
」
（繰
湯
雪
を
湧
か
し
て

繰
車
に
上
る
）
は
、

（注17)

苑
成
大
の
詩
か
ら
影
響
も
受
け
た
と
、
山
口
旬
氏
は
述
べ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
詩
以
外
に
も
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
に
は
、

『雑
興
」
の
受
容
が
見
ら
れ
る
。
寛
政
五
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
大
窪
詩
仏

の
最
初
の
漢
詩
集

『卜
居
集
』
に
は
、
多
く
の
田
園
詩
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
組
詩

「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」
は
、
「右
早

春
」
「右
晩
春
」
「右
夏
」
「右
秋
」
「右
冬
」
の
部
類
と
さ
れ
て
い
る
。

、
、
、

こ
う
し
た
部
類
は
、
『雑
興
」
に
お
け
る

「右
春
日
田
園
雑
興
十
二
絶
」

、
、
、

、
、
、

、
、
、

「右
晩
春
田
園
雑
興
十
二
絶
」
「右
夏B

田
園
雑
興
十
二
絶
」
「右
秋
日
田

、
、
、

園
雑
興
十
二
絶
」
「右
冬
日
田
園
雑
興
十
二
絶
」
と
ほ
ほ
同
じ
で
あ
る
。

寛
政
期
頃
、
『雑
興
』
の
和
刻
本
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩
仏

は
唐
本
の
疱
成
大
詩
集
を
参
照
し
な
が
ら
、
「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」

（注19)

を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず

『雑
興
』
と

「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」
に
お
け
る
鑢
魚
詠
を

見
て
み
よ
う
。

◆
疱
成
大

「右
秋
日
田
園
雑
興
十
二
絶
」
其
十

一

細
播
橙
靡
買
腋
魚

細
か
に
橙
靡
を
播
き
て

腑
魚
を
買
ふ

、
、
、

、
、
、
、

西
風
吹
上
四
腿
鰭

西
風

四
腿
の
鱚
を
吹
き
上
す

雪
枢
蘇
賦
千
糸
棲

雪
楳
酷
賦

千
の
糸
棲

除
却
松
江
到
処
無

松
江
を
除
却
す
れ
ば

到
る
処
無
し

◆
大
窪
詩
仏

「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」
其
十
七

、
、

、
、

、
、

、
、

新
釣
鱚
魚
得
四
肥

新
た
に
鰭
魚
を
釣
り
て

四
腿
を
得
た
り

且
呼
隣
斐
尽
三
杯

且
つ
隣
斐
を
呼
び
て

三
杯
を
尽
く
さ
し
む

話
頭
忽
識
観
潮
節

話
頭
忽
ち
識
る

観
潮
節
を

自
至
前
渓
繋
艇
回

自
ら
前
渓
に
至
り
て

艇
を
繋
ぎ
て
回
る

疱
成
大
の
鱚
魚
詠
の
結
旬

「
松
江
を
除
却
す
れ
ば

到
る
処
無
し
」

の
よ
う
に
、
「
四
肥
鱚
」
は
松
江
の
特
産
品
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
八

世
紀
初
め
頃
に
成
立
し
た

『和
漢
三
才
図
会
』
（寺
島
良
安
著
、
正
徳
二

年

〈
一
七

―
二
〉
序
刊
）
に

「本
綱
、
鱚
凡
黒
白
、
日
慮
。
此
魚
白
質

黒
章
、
故
名
之
。
松
江
尤
盛
」
（『本
絹
』
に
、
〈鱚
は
凡
そ
黒
白
を
虜
と

日
ふ
。
此
の
魚
白
質
黒
章
、
故
に
之
れ
と
名
づ
け
る
。
松
江
尤
も
盛
ん

な
り
〉
と
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
松
江
は
松
江
と
も
い
い
、
現
中
国
江

蘇
省
か
ら
出
て
上
海
の
黄
浦
江
と
合
流
す
る
川
で
あ
る
。
詩
仏
は
ど
こ

の
川
で
四
脚
の
鱚
を
釣

っ
た
の
か
が
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の

「
四
腿
」
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、
、
、
、

秋

一
夜
瀞
」
（金
壼
玉
腑

波
環
の
月
、
併
せ
て
中
秋

一
夜
の
湘
に
供

す
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
如
亭
は
鱚
魚
を
詠
じ
る
際
に
、
淡
斎
が

作
成
し
た

『雑
興
』
の
注
釈
書
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

の
詩
語
は
、
や
は
り
落
成
大
の

『雑
興
』
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

文
化
九
年(
-
八

―
二
）
、
詩
仏
と
親
交
が
あ

っ
た
佐
羽
淡
斎
は
、
『雑

興
」
の
二
十
九
首
を
収
録
し
た

『宋
三
大
家
絶
旬
』
（大
窪
詩
仏

・
山
本

緑
陰
編
、
享
和
三
年

〈
一
八0

1
―
-
〉
序
刊
）
の
注
釈
書

『宋
三
大
家
絶

句
箋
解
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
サ氾
成
大
の
鱚
魚
詠

に
関
す
る
注
釈
が
あ
る
。
「
四
聴
鰭
」
の
語
釈
に
つ
い
て
、
淡
斎
は
、
漢

籍
を
引
き
な
が
ら
、

談
苑
、
松
江
鱚
魚
、
長
橋
南
所
出
者
四
腿
、
天
生
腑
材
也
、
味
美

肉
緊
。
陥
唐
佳
話
、
呉
郡
献
松
江
鰭
魚
。
揚
帝
曰
、
金
壺
茉
腋
、

東
南
佳
味
。
南
人
鰭
腑
以
細
棲
、
金
橙
伴
之
、
号
金
率悲
至
謄
゜

（
『談
苑
』
に
、
「松
江
の
鰭
魚
、
長
橋
の
南
出
づ
る
所
の
者
四
腿
、

天
生
の
膳
材
な
り
、
味
美
く
肉
緊
る
」
と
。
『隋
唐
佳
話
』
に
、
「呉

、
、
、
、

郡
、
松
江
鱚
魚
を
献
ず
。
揚
帝
、
〈金
壺
玉
腋
、
東
南
の
佳
味
な

り
〉
と
日
ふ
」
と
。
南
人
の
鰭
腑
は
細
棲
を
以
て
、
金
橙
之
に
伴

、
、
、
、

ひ
、
金
壺
玉
腑
と
号
す
。
）

と
書
い
て
い
る
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、
四
脚
の
鱚
の
分
布
は
松
江
の
長

橋
の
南
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「金
壺
玉
腑
」
の
言
葉
は
、
文
政
元

年
(
-
八

一
八
）
頃
に
成
立
し
た
柏
木
如
亭
の
漢
詩
文
集

『詩
本
草
』

（文
政
五
年

〈
一
八
二
二
〉
刊
）
に
も
見
え
る
。
『詩
本
草
』
の
第
三
〇

条
は

「鱚
魚
」
を
題
と
し
、
二
首
の
鱚
魚
を
詠
ん
だ
七
言
絶
旬
を
収
め

て
い
る
。
そ
の
中
の

一
首
の
後
半
に
は

「金
壺
玉
腑
跛
環
月
、
併
供
中

す
ず
な

ま
た
、
『詩
本
草
』
に
お
い
て
は
、
『雑
興
』
の
萩
を
詠
ん
だ
詩
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『詩
本
草
』
第
八
条

「
疏

菜
」
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

信
濃
積
雪
中
所
挑
之
松
、
勝
干
吾
郷
春
時
之
鶯
菜
者
。
疱
石
湖
所

謂
撥
雪
挑
来
眼
地
萩
也
。

（信
濃
の
積
雪
の
中
に
挑
ぐ
る
所
の
サ松
、
吾
が
郷
の
春
時
の
鶯
菜
な

る
者
に
勝
れ
り
。
疱
石
湖
が
謂
ふ
所
の

「雪
を
撥
し
て
挑
げ
来
る

路
地
の
萩
」
な
り
。
）

右
の
傍
線
部
に
引
用
さ
れ
た
も
の
は
、
「雑
興
』
「右
冬H
田
園
雑
興

十
二
絶
句
」
其
七
の
起
句
で
あ
る
。
「萩
」
は
疏
菜
の
名
。
如
亭
は
信
濃

に
滞
在
し
た
時
に
、
積
雪
の
中
の
サ松
を
見
て
疱
成
大
の
サ松
を
詠
じ
た
詩

を
想
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
詩
仏

・
如
亭
ら
は
、
作
詩
の
際
に
積
極
的
に

「雑

興
」
お
よ
び
そ
の
注
釈
書
の
語
彙
を
使
い
な
が
ら
、
田
園
詩
を
詠
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
の
字
句
の
模
倣
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
氏
は

「
こ

の
模
倣

．
瓢
窃
は
、
古
文
辞
格
調
派
の
擬
古
主
義
的
な
模
倣

．
刺
窃
と

は
、
異
質
の
も
の
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
氏
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、
、

序
を
乞
ふ
。
余
、
其
の
詩
を
検
す
る
に
、
清
新
平
和
、
自
然
に
出

ひ
と
と
な
り

で
て
、
甚
だ
其
の
為
人
に
似
た
り
。
蓋
し
生
平
心
を
南
宋
――一家
に

し
ゅう
ち
ょう

尽
く
す
。
三
家
の
粋
、
結
し
て
之
の
繍
腸
と
為
る
。
宜
な
る
か
な
、

詩
仏
の
名
以
て

一
時
を
傾
動
す
る
こ
と
。
）

「天
民
」
は
詩
仏
の
字
。
「清
新
」
は
消
新
性
霊
、
「平
和
」
は
平
淡
や

平
穏
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
、
平
淡
な
詩
風
を
尊
ぶ
時

代
に
お
い
て
、
最
高
の
評
価
だ
と
言

っ
て
も
良
い
。
作
詩
に
際
し
て
、

ど
の
よ
う
に
清
新
性
霊
の
詩
を
作
る
の
か
に
つ
い
て
、
次
節
で
は
、
江

湖
詩
社
の
田
園
詩
と
性
霊
詩
の
作
詩
方
法
と
の
連
繋
を
検
討
す
る
。

ょ
、
,'

古
文
辞
格
調
派
の
擬
古
主
義
的
な
模
倣

・
測
窃
は
、
作
者
自
身
が

日
々
生
き
て
い
る
現
実
と
は
切
断
さ
れ
た
、
観
念
的
な
世
界
を
構

築
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
淡
斎
が
こ
れ
ら

の
詩
で
見
せ
て
い
る
模
倣

．
剥
窃
の
痕
は
、
淡
斎
が
日
々
経
験
し

て
い
る
現
実
の
風
景
や
生
活
を
、
過
不
足
な
く
的
確
に
表
現
す
る

た
め
に
、
ザ池
石
湖
の

「
四
時
田
園
雑
興
」
の
表
現
を
利
用
し
よ
う

と
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
「現
実
の
風
景
」
を
詠
じ
る
と
い
う
作
詩
方
法
は
、
中

村
幸
彦
氏
が
言
っ
た

「現
実
の
対
象
を
反
映
し
た
自
己
の
性
霊
を
詩
に

（注21)

う
つ
す
写
実
的
な
作
品
を
求
め
る
」
と
い
う
性
霊
詩
の
作
り
方
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
淡
斎

・
詩
仏
ら
は
、
疱
成
大
の
田
園
詩
の

表
現
を
借
用
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
風
景
を
吟
詠
す
る
性
霊
詩
を
作

っ

た
。
サ池
成
大
を
含
む
南
宋
――一家
の
詩
を
学
ぶ
こ
と
と
性
霊
詩
風
の
形
成

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
市
河
寛
斎
は
詩
仏
の
詩
集

『詩
聖
堂
詩
集
初
編
』

（文
化
六
年

〈
一
八0
九
〉
刊
）
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。
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三
、
田
園
詩
と
作
詩
の
方
法

今
姦
其
門
人
為
梓
詩
集
、
天
民
来
乞
余
序
。
余
検
其
詩
、
清
新
平

和
、
出
於
自
然
、
甚
似
其
為
人
。
蓋
生
平
尽
心
於
南
宋
三
家
。
三

家
之
粋
、
結
為
之
繍
腸
。
宜
哉
、
詩
仏
之
名
以
傾
動

一
時
。

あ
ず
さ

（今
荻
、
其
の
門
人
詩
集
を
梓
に
せ
ん
と
し
、
天
民
米
た
り
て
余
の

柏
木
如
亭
は
、
晩
晴
堂
本

『雑
興
』
の
序
文
の
中
で
、

陸
放
翁
雖
万
首
、
不
免
支
離
病
。
楊
誠
斎
雖
繊
巧
、
要
為
無
法
。

荘
刻
石
湖
四
時
田
園
雑
興
六
十
首
。
初
学
読
之
、
行
且
陸
唐
突
。

楊
誠
斎
嘗
評
石
湖
詩
云
、
清
新
斌
媚
、
奄
有
飽
謝
。
奔
逸
続
偉
、

窮
追
太
白
。
吾
、
第
取
其
渾
成
無
支
離
病
、
非
有
取
於
其
似
飽
謝

太
白
也
。
癸
亥
重
陽
、
如
亭
柏
雅
書
。

（陸
放
翁
万
首
あ
り
と
雖
も
、
支
離
病
を
免
れ
ず
。
楊
誠
斎
繊
巧
な

り
と
雖
も
、
要
は
無
法
を
為
す
。
荻
に
石
湖
四
時
田
園
雑
興
六
十

首
を
刻
す
。
初
学
は
之
を
読
み
、
行
且
に
唐
に
陸
ら
ん
と
す
。
楊



、
、

誠
斎
、
嘗
て
石
湖
の
詩
を
評
し
て
云
く
、
「清
新
斌
媚
、
鮪

・
謝
を

奄
有
す
。
奔
逸
続
偉
、
太
白
を
窮
追
す
」
と
。
吾
、
第
だ
其
の
渾

成
に
し
て
支
離
病
無
き
こ
と
を
取
り
、
其
の
飽

・
謝

・
太
白
に
似

た
る
を
取
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
癸
亥
重
陽
、
如
亭
柏
利
書
す
。
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

「清
新
」
は
、
清
新
性
霊
の
詩
風
を
意

味
す
る
。
如
亭
は
楊
万
里

（誠
斎
）
の
言
葉
を
引
い
た
上
で
、
疱
成
大

『雑
興
』
の
清
新
性
霊
の
詩
風
を
称
賛
し
た
。
『雑
興
』
に
お
け
る
性
霊

詩
風
に
つ
い
て
、
市
河
寛
斎
は
、
文
化
五
年(
-
八0
八
）
に
漢
文

「続

田
園
雑
興
」
（『覚
斎
漫
稿
』
下
巻
所
収
）
に
、
「サ氾
石
湖
田
園
詩
清
新
幽

、
、

雅
、
極
尽
田
唆
紅
婦
之
態
。
余
酷
愛
其
詩
」
（サ氾
石
湖
田
園
詩
、
清
新
幽

は
な
は

雅
に
し
て
、
極
め
て
田
唆
紅
婦
の
態
を
尽
す
。
余
、
酷
だ
其
の
詩
を
愛

す
）
と
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
右
に
引
い
た
傍
線
部
の
よ
う
に
、
陸
滸
は
約

一
万
首
の
詩
を

作

っ
て
も
支
離
病
を
犯
し
た
こ
と
、
お
よ
び
池
成
大
の
田
園
詩
に
は
支

離
病
が
な
い
と
、
如
亭
は
主
張
し
て
い
る
。
支
離
病
は
詩
病
の

―
つ
で
、

空
海
の

『文
鏡
秘
府
論
』
（弘
仁
年
間

〈八

一
〇
＼
八
二
四
〉
成
）
や
赤

沢

一
堂
の

『詩
律
』
（天
保
四
年

〈
一
八
三
三
〉
刊
）
な
ど
に
言
及
さ
れ

る
も
の
の
、
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
晩
晴
堂
本

『雑
興
」
の
序
文
を
書

い
た
十
五
年
後
、
如
亭
は
支
離
病
と
作
詩
の
方
法
に
つ
い
て
、
『詩
本

草
』
第
三
十
六
条
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

吾
邦
近
世
詩
人
以
其
詩
為
詩
。
漢
魏
六
朝
古
風
姑
置
。
所
謂
近
体

者
未
嘗
依
法
、
概
為
五
言
八
旬

・
七
言
八
旬

•
五
言
四
旬

・
七
言

四
旬
耳
。
其
詩
非
不
佳
、
可
惜
不
免
支
離
病
。
夫
作
詩
不
免
支
離

病
、
雖
日
累
数
百
首
、
終
身
不
得
称
詩
人
也
。
〈中
略
〉
雖
然
詩
不

依
法
、
享
保
以
来
恒
例
、
不
足
深
怪
近
人
。

（吾
が
邦
の
近
世
の
詩
人
、
①
其
の
詩
を
以
て
詩
と
為
す
。
漢
魏
六

し
ば
ら

朝
の
古
風
は
姑
く
置
く
。
②
所
謂
近
体
は
未
だ
嘗
て
法
に
依
ら
ず
、

概
し
て
五
言
八
旬

・
七
言
八
旬

•
五
言
四
旬

・
七
言
四
旬
を
為
す

の
み
。
③
其
の
詩
、
佳
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
惜
し
む
べ
し
、

、
、
、

、
、
、

支
離
病
を
免
れ
ざ
る
を
。
④
夫
れ
詩
を
作
り
て
支
離
病
を
免
れ
ざ

か
さ

る
は
、H
に
数
百
首
を
累
ぬ
と
雖
も
、
終
身
詩
人
と
称
せ
ら
る
る

こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
〈中
略
〉
⑤
然
り
と
雖
も
詩
の
法
に
依
ら
ざ

る
は
享
保
以
来
の
恒
例
に
し
て
、
深
く
近
人
を
怪
し
む
に
足
ら
ず
。
）

傍
線
部
①

・
②
の
よ
う
に
、
当
時
の
詩
人
は
作
詩
の
ル
ー
ル
を
守
ら

ず
、
五
言
八
旬

・
七
言
八
旬

・
五
言
四
旬

・
七
言
四
句
と
い
う
詩
の
形

式
だ
け
に
従
っ
て
詩
を
詠
じ
て
い
る
と
、
如
亭
は
批
判
し
て
い
た
。
次

に
、
傍
線
部
③
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
作
詩
の
方
法
で
詠
ま
れ
た
詩

は
、
良
い
と
こ
ろ
或
い
は
秀
旬
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
支
離
病
を

免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
④
の
よ
う
に
、
如
亭
は

作
詩
に
際
し
て
、
も
し
支
離
病
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
数
多
く

の
詩
を
作

っ
て
も
詩
人
と
は
言
え
な
い
と
戒
め
て
い
る
。

最
後
に
、
傍
線
部
⑤
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
作
詩
の
欠
点
は
、
享
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保
期
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
享
保
か
ら
天
明

ま
で
詩
壇
を
主
宰
し
た
の
は
、
祖
棟

一
門
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
如
亭
の

発
言
は
古
文
辞
派
批
判
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

支
離
病
の
な
い
池
成
大
の
田
園
詩
は
、
性
霊
詩
と
し
て
、
ま
さ
し
く
当

時
の
漢
詩
人
が
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
文
政
期
に
、
大
窪
詩
仏
は
山
本
北
山
の
門
人
岡
部
菊
涯
と
と
も

に
、
性
霊
詩
の
詩
題
を
作
る
指
南
書

『清
新
詩
題
』
（二
冊
、
文
政
十
二

年

〈
一
八
二
九
〉
刊
）
と

『清
新
詩
題
続
』
（二
冊
、
同
刊
）
を
編
纂
し

た
。
そ
こ
で
は
、
詩
題
の
分
類
に
つ
い
て
、
「春
類
」
「夏
類
」
「秋
類
」

「冬
類
」
「雑
類
」
「題
画
類
」
と
い
う
六
つ
の
部
類
を
立
て
て
い
る
。
そ

の
中
の

「春
類
」
か
ら

「冬
類
」
ま
で
の
分
類
は
、
荒
成
大

『雑
興
』

に
お
け
る
四
時
の
分
類
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
と
く
に
、
『清
新
詩

題
」
『清
新
詩
題
続
』
に
は
田
園
詩
の
題
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
田
家

雑
興
」
や

「疏
園
雑
興
」
お
よ
び

「夏
日
田
園
雑
興
」
な
ど
の
詩
題
は
、

苑
成
大
の

「四
時
田
園
雑
興
』
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

詩
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
詩
仏
は

『清
新
詩
題
』
の
序
文
に
、

作
詩
難
。
命
題
亦
不
易
。
世
人
但
古
詩
之
為
難
、
而
能
極
推
敲
之

力
。
猶
至
乎
題
、
則
漫
然
下
筆
、
亦
知
其
不
易
無
。
古
詩
有
詩
、

而
後
有
題
。
自
唐
以
詩
取
士
、
先
命
題
、
而
後
作
詩
。
其
間
或
有

先
詩
後
題
者
、
亦
不
過
十

一
耳
。
要
之
題
自
有

一
種
字
法
、
而
不

与
他
文
相
比
。

（作
詩
難
し
。
命
題
も
亦
た
易
か
ら
ず
。
世
人
但
だ
古
詩
を
難
と
為

し
、
而
し
て
能
く
推
敲
の
力
を
極
む
。
猶
ほ
題
に
至
れ
ば
、
則
ち

漫
然
と
下
筆
し
て
、
亦
た
其
の
易
か
ら
ざ
る
を
知
る
は
無
し
。
古

詩
に
詩
有
り
て
、
而
る
後
に
題
有
り
。
唐
自
り
詩
を
以
て
士
を
取

る
に
、
先
づ
命
題
し
て
、
而
る
後
に
詩
を
作
る
。
其
の
間
、
或
は

先
づ
詩
あ
り
て
後
に
題
す
る
者
有
る
も
、
亦
た
十
の
一
に
過
ぎ
ざ

る
の
み
。
之
を
要
す
る
に
題
自
ら

一
種
の
字
法
有
り
、
而
し
て
他

文
と
相
ひ
比
せ
ず
。
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
作
詩
の
際
、
押
韻
や
平
仄
の
規
則
に
従
う
の
み
な

ら
ず
、
詩
題
の
字
法
も
あ
る
。
苑
成
大
の

『雑
興
』
の
題
を
参
照
し
な

が
ら
、
多
く
の
清
新
詩
題
を
作
る
の
は
、
そ
の
詩
題
の
字
法
を
学
ぶ
方

法
の
―
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
柏
木
如
亭
や
大
窪
詩
仏
は
、
サ氾
成
大

『雑
興
』
の

影
響
を
受
け
つ
つ
、
支
離
病
の
な
い
詩
や
清
新
の
詩
題
を
作
ろ
う
と
し

た
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
菊
池
五
山
は
和
歌
題
田
園
詩
を
詠
作
す
る
こ
と
で
、

性
霊
詩
風
を
実
践
し
た
。

泊
水
鶏

蓋
蕩
月
沈
風
露
凄

噌
噌
底
事
不
停
喘

孤
舟
敲
破
五
更
夢

泊
の
水
鶏

濫
蕩
月
沈
み
て
風
露
凄
ま
じ

噌
噌
底
事
ぞ

喘
く
を
停
め
ず

孤
舟
敲
き
破
る

五
更
の
夢



泊
処
最
嫌
聴
水
鶏

泊
処
最
も
嫌
ふ

水
鶏
を
聴
く
を

こ
の
七
言
絶
旬
は
、
菊
池
五
山
の

『五
山
堂
和
歌
題
絶
旬
』
（
一
巻

一

冊
、
天
保
十
年

〈
一
八
三
九
〉
序
刊
）
に
収
録
さ
れ
、
田
舎
の
河
川
お

よ
び
湖
沼
の
水
際
に
鳴
い
て
い
る
水
鶏
を
詠
じ
た
田
園
詩
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
も
そ
も

「泊
水
鶏
」
は
、
詩
の
題
で
は
な
く
、
和
歌
の
題
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
百
首
の

『五
山
堂
和
歌
題
絶
旬
』
に

お
い
て
、
「泊
水
鶏
」
の
ほ
か
、
「早
苗
多
」
や

「村
夕
立
」
お
よ
び

「暁

野
分
」
な
ど
の
多
く
の
農
村
風
景
を
詠
ん
だ
和
歌
題
漢
詩
が
見
ら
れ
る
。

五
山
の
和
歌
題
田
園
詩
に
対
し
て
、
柏
木
如
亭
は

『詩
本
草
』
第
三
四

条

「水
鶏
」
に
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

葦
蕩
之
中
、
有
二
小
禽
。

一
喚
倣
跛
模
、

一
喚
倣
孤
胎
捺
。
〈中

略
〉
夏
至
之
後
、
夜
鳴
達
旦
。
池
五
山
取
而
入
詩
、
清
新
独
絶
。

此
君
今
日
復
子
詩
中
得

一
知
己
。
可
謂
幸
突
。

く
ひ

（葦
蕩
の
中
、
二
小
禽
有
り
。

一
を
跛
模
と
喚
び
倣
し
、
一
を
孤
肪

捺
と
喚
び
倣
す
。
〈中
略
〉
夏
至
の
後
、
夜
嗚
き
て
旦
に
達
す
。
幽

、
、
、
、

五
山
取
り
て
詩
に
入
れ
て
、
清
新
独
絶
な
り
。
此
の
君
、
今
日
復

た
詩
の
中
に

一
知
己
を
得
た
り
。
幸
と
謂
ふ
べ
し
。
）

如
亭
が
評
価
し
た
水
鶏
に
関
す
る
詩
は
、
五
山
の
和
歌
題
田
園
詩

「泊

水
鶏
」
で
あ
る
。
こ
こ
の

「清
新
」
は
、
清
新
性
霊
の
詩
風
を
指
し
、

「独
絶
」
は
最
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
賛
美
の
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

五
山
の
よ
う
に
、
和
歌
題
と
田
園
詩
の
二
つ
の
要
素
を
あ
わ
せ
て
詠
ま

れ
た
漢
詩
は
、
や
は
り
珍
し
い
も
の
で
、

一
種
の
新
鮮
さ
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
和
風
の
要
素
が
あ
る
田
園
詩
は
、
詩
仏
の
詩
集

『詩
聖
堂
詩
集
初
編
』
（文
化
六
年

〈
一
八0
九
〉
刊
）
巻
六
に
も
見
ら

れ
る
。

村
中
晩
歩
在
信
濃
作

村
中
晩
歩
信
濃
に
在
り
て
の
作

涼
風
吹
面
快

涼
風

面
を
吹
き
て
快
し

か
た
ぶ

林
影
日
将
斜

林
影

日
将
に
斜
か
ん
と
す

お
ほ

雨
近
桐
山
帯

雨
近
く
し
て
山
の
帯
欄
し

径
危
多
石
車

径
危
く
し
て
石
車
多
し

禾
畦
半
結
実

禾
の
畦

半
ば
実
を
結
び

稲
態
未
収
花

稲
の
襲

未
だ
花
を
収
め
ず

農
父
已
知
客

農
父

已
に
客
を
知
りゅう

相
逢
揖
路
叉

相
ひ
逢
ひ
て
路
叉
に
揖
す

巌
山
記
、
天
将
雨
、
則
有
雲
、
或
冠
峰
岩
、
或
亘
中
嶺
、
俗

謂
之
山
帯
不
出
、
三
日
雨
。
山
路
小
石
、
人
誤
踏
之
、
則
転

而
什
。
信
濃
人
、
謂
之
石
車
。
（
『慮
山
記
』
に
、
「天
将
に
雨

ふ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
雲
有
り
、
或
は
峰
の
岩
に
冠
り
、

或
は
中
の
嶺
に
亘
り
、
俗
に
之
を

〈山
の
帯
出
で
ざ
れ
ば
、

三H
の
う
ち
に
雨
ふ
る
〉
と
謂
ふ
」
と
。
山
路
の
小
石
、
人

た
お

誤
り
て
之
を
踏
め
ば
、
則
ち
転
び
て
什
れ
る
。
信
濃
の
人
、

之
を
石
車
と
謂
ふ
。
）
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園
雑
興
有
ら
ば
」
の
表
現
は
、
自
分
で
自
分
の
田
園
詩
を
作
る
べ
き
だ

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
江
湖
詩
社
の
同
人
た
ち
が
詠
ん
だ
独
自
性
の

あ
る
田
園
詩
は
、
ザ氾
成
大
の

『雑
興
』
の
模
倣
か
ら
脱
し
て
、
ま
さ
し

く
日
本
の
漢
詩
人
の

「
田
園
雑
興
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
五
言
律
詩
の
頷
聯
に
は

「石
車
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

た
。
詩
仏
は
本
詩
の
後
の
詩
注
に
、
こ
の
言
葉
の
意
味
は
漢
語
の

「石

車
」
で
は
な
く
、
信
濃
の
方
言
の

「山
路
の
小
石
」
だ
と
解
釈
し
て
い

る
。
詩
仏
は
、
寛
政
期
頃
に

『雑
興
』
の
田
園
詩
を
模
倣
し
な
が
ら
、

「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」
を
詠
じ
た
が
、
化
政
期
に
な
る
と
、
和
語
を

使

っ
た
り
清
新
の
詩
題
を
作

っ
た
り
し
て
、
独
自
の
田
園
詩
の
作
詩
方

法
を
模
索
し
て
い
た
。
菊
池
五
山
も
和
歌
題
で
田
園
詩
を
詠
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
独
自
性
の
あ
る
作
品
を
作

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
湖
詩

社
の
詩
人
た
ち
は
、
田
園
詩
で
性
霊
詩
風
を
実
践
し
た
際
に
漢
詩
の
日

本
化
を
促
進
し
た
。
田
園
詩
が
も
た
ら
し
た
漢
詩
の
日
本
化
に
つ
い
て
、

又
夢
逸
老
は
疱
成
大

『雑
興
』
の
注
釈
書

『田
園
雑
興
講
弁
』
（
一
巻

一

冊
、
文
政
元
年

〈
一
八

一
八
〉
刊
）
に
お
い
て
、

石
湖
田
園
雑
興
意
趣
極
深
、
我
則
仮
之
説
吾
田
園
雑
興
也
。
人
各

有
田
園
雑
興
、
則
読
此
編
者
又
依
吾
説
、
而
各
自
識
其
田
園
雑
興
。

是
吾
説
此
詩
之
志
也
。

（石
湖
の

『田
園
雑
興
』
は
意
趣
極
て
深
く
、
我
則
ち
之
を
仮
り
て

吾
が
田
園
雑
興
を
説
く
な
り
。
人
各
お
の
田
園
雑
興
有
ら
ば
、
則

ち
此
の
編
を
読
む
者
又
た
吾
が
説
に
依
り
て
、
各
自
其
の
田
園
雑

興
を
識
る
。
是
れ
吾
が
此
の
詩
を
説
く
の
志
な
り
。
）

と
唱
え
て
い
る
。
著
者
の
又
夢
逸
老
は
未
詳
。
巻
頭
に
は
江
戸
後
期
の

儒
者
山
梨
稲
川
の
序
文
が
あ
る
。
「吾
が
田
園
雑
興
」
や
「人
各
お
の
田

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
の
疱
成
大

『雑
興
」
の
出
版
や

受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
、
江
湖
詩
社
の
田
園
詩
と
性
霊
詩
風
と
の
関

わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
性
霊
詩
風
を
実
践
し
た
田
園
詩

の
創
作
は
、
江
湖
詩
社
の
ま
わ
り
の
詩
人
に
も
影
響
を
与
え
た
。
江
戸

後
期
の
漢
詩
人
宇
野
嘉
充
は
、
か
つ
て
江
湖
詩
社
の
詩
人
と
交
わ
り
が

あ
っ
た
。
五
山
は
、
嘉
充
の
詩
集

『四
時
雑
詠
」
（文
政
三
年

〈
一
八
―
―

〇
〉
序
刊
）
の
序
文
に

「宇
胤
卿
、
義
昔
以
詩
参
江
湖
社
」
（宇
胤
卿
、

餞
昔
詩
を
以
て
江
湖
社
に
参
る
）
と
記
述
し
た
。
ま
た
、
朝
倉
豊
昭
な

る
人
物
が

『四
時
雑
詠
』
の
序
文
に
、

其
中
四
時
雑
詠
者
、
尤
為
清
新
可
観
。
乃
乞
五
山
校
定
而
上
諸
梓
。

、
、

（其
中
の

『四
時
雑
詠
』
は
、
尤
も
清
新
に
し
て
可
観
た
り
。
乃
ち

こ
れ

あ
ず
さ

五
山
に
乞
ひ
て
校
定
し
て
諸
を
梓
に
上
す
。
）

と
書
い
た
よ
う
に
、
嘉
充
は
江
湖
詩
社
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
、
清
新

性
霊
の
詩
を
作

っ
た
の
だ
ろ
う
。
市
河
寛
斎
の
息
子
市
河
米
庵
は
、
こ
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の
詩
集
の
践
文
の
中
で

「嵯
、
充
寵
卿
之
詩
、
清
新
流
麗
」
（嵯
、
充
寵

、
、

卿
の
詩
、
清
新
流
麗
な
り
）
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
『四
時
雑
詠
』

の
部
類
は
、
「右
春
日
雑
詠
二
十
五
絶
」
「右
夏H

雑
詠
十
三
絶
」
「右
秋

日
雑
詠
十
八
絶
」
「右
冬
日
雑
詠
十
四
絶
」
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
ザ氾
成
大

の

『雑
興
』
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

田
園
詩
は
ど
の
よ
う
に
性
霊
詩
風
を
実
践
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
柏

木
如
亭
は

「冬
日
村
居
」
（『如
亭
山
人
遺
稿
』
巻
三
所
収
、
文
政
五
年

〈
一
八
―
―二
〉
刊
）
の
七
言
絶
旬
の
後
半
に

「何
必
深
山
窮
谷
隠
、
村
居

事
事
入
詩
新
」
（何
ぞ
必
ず
し
も
深
山
窮
谷
に
隠
れ
ん
、
村
居
の
事
事

、
、

詩
に
入
り
て
新
た
な
り
）
と
詠
ん
で
い
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
田
園
の

風
景
を
詠
じ
る
な
ら
ば
、

一
種
の
新
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

此
の
公
の
能
く
発
揮
す
る
こ
と

只
有
此
公
能
発
揮

只
だ
有
り

枕
山
序

枕
山
序
す

本
詩
の
起
旬
の

「香
奮
」
は
香
奮
体
の
艶
詩
す
な
わ
ち
吉
原
詞
、
「竹

枝
」
は
竹
枝
詞
を
意
味
す
る
。
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
、
艶
詩
と
し
て

の
吉
原
詞
と
艶
っ
ぽ
い
竹
枝
詞
が
多
す
ぎ
る
の
に
対
し
て
、
田
園
詩
は

少
な
い
と
、
枕
山
は
述
べ
て
い
る
。
詩
の
後
半
は
、
『雑
興
』
を

『詩

経
』
の

「脚
風
」
に
讐
え
て
い
る
。

吉
原
詞
と
竹
枝
詞
に
関
す
る
研
究
は
、
す
で
に
多
く
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
江
戸
後
期
の
詩
壇
に
お
い
て
は
、
艶
詩
と
言
わ
れ
た
吉
原
詞

・

竹
枝
詞
の
ほ
か
、
田
園
詩
の
創
作
ブ
ー
ム
も
見
ら
れ
る
。
江
湖
詩
社
の

詩
人
た
ち
は
、
サ池
成
大
の
田
園
詩
の
校
定

・
刊
行
に
携
わ
り
な
が
ら
、

多
く
の
田
園
詩
を
詠
む
こ
と
で
、
当
時
の
性
霊
詩
風
の
形
成
お
よ
び
普

及
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

-40-

な
お
、
こ
の
時
期
に
性
霊
詩
風
を
あ
ら
わ
に
し
た
吉
原
詞
や
竹
枝
詞

も
流
行

っ
て
い
た
。
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
、
最
も
人
気
を
博
し
た
の

は
お
そ
ら
く
竹
枝
詞
で
あ
ろ
う
。
幕
末
頃
に
刊
行
さ
れ
た
白
文
本

『雑

興
」
の
巻
頭
に
は
、
七
言
絶
旬
の
形
で
大
沼
枕
山
の
序
文
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

注

竹
枝
詞
と
詩
風
革
新
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
氏
は

「江
湖
詩
社
と

遊
里
詞

（上
）
ー

江
戸
詩
壇
の
革
新
を
め
ぐ
っ
て
ー

」
（『国
語
と
国

文
学
』
第
五

一
巻
第
三
号
、
一
九
七
四
年
三
月
）
や

「江
湖
詩
社
と
遊
里

詞

（下
）
ー

江
戸
詩
壇
の
革
新
を
め
ぐ
っ
て
ー

」
（『国
語
と
国
文
学
』

第
五
――一巻
第
五
号
、

一
九
七
四
年
五
月
）
や

「竹
枝
の
時
代I

江
戸
後

期
の
風
俗
詩
ー

」
（「江
戸
詩
歌
論
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
八
年
）
お
よ

び

「江
湖
詩
社
の
出
発I

市
民
文
学
と
し
て
の
漢
詩
ヘ
ー

」
（『国
文

学

乙
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
三
巻
第
十
号
、
二0
0
八
年
十
月
）
な
ど
の
論

ー

読83

園
雑
興

不
是
香
奮
即
竹
枝

田
園
幽
趣
入
詩
稀

阻
風
千
古
無
人
会

『田
園
雑
興
』
を
読
む

こ
う
れ
ん

是
れ
香
奮
な
ら
ざ
れ
ば
即
ち
竹
枝

田
園
の
幽
趣

詩
に
入
る
こ
と
稀
な
り

ひ
ん
ぷ
う

眠
風
千
古

人
の
会
す
る
無
く



文
を
発
表
し
た
。

揖
斐
高

「郷
村
風
景
の
発
見
」
（『江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ー

「五

山
堂
詩
話
」
の
世
界
ー

』
角
川
書
店
、
二0
0

一
年
）

―
二
八
＼

ニ
――

一
頁
。

中
村
幸
彦

「幕
末
の
田
園
詩
」
（『中
村
幸
彦
著
述
集
」
第
七
巻
、
中
央
公

論
社
、

一
九
八
四
年
）
三
四
二
頁
。

杉
仁

「在
村
文
化
の
ア
ジ
ア
交
流
と
書
物
出
版
活
動
」
（『近
世
の
在
村
文

化
と
書
物
出
版
』
吉
川
弘
文
館
、
二0
0
九
年
）

―
―
―
―
頁
。

伊
達
筵
亭
は
四
日
市
の
文
人
。
名
を
氏
伴
、
字
を
子
奥
、
号
を
楚
亭

•
免

園
、
別
名
を
源
三
郎
、
通
称
を
伊
達
太
右
衛
門
と
い
う
。
彼
は
詩
人
で
あ

る
が
、
寛
政
五
年
五
月
に
宜
長
に
人
門
し
、
和
歌
も
嗜
ん
で
い
た

（児
田

幸
多
監
修

『四
日
市
市
史
』
第
十
巻

・
史
料
編
、
四
日
市
市
発
行
、

一
九

九
六
年
、
九

―
二
＼
九

―
―二
頁
）。

『詩
詞
雑
俎
』
の
諸
伝
本
の
一
っ
で
あ
る
内
閣
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
見
返

し
に
は
、
『衆
妙
集
』
『剪
絹
集
』
『四
時
田
園
雑
興
』
『月
泉
吟
社
』
『谷

音
』
『河
沿
諸
老
詩
』
『――一家
宮
詞
』
「二
家
宮
詞
』
『二
妙
詞
』
『漱
予
詞
』

『断
腸
詞
』
『女
紅
餘
志
』
と
い
う
十
一
一種
の
作
品
集
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
見
返
し
に

「汲
古
閣
原
本
」
「古
松
堂
蔵
板
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
伝
本
は
、
明
人
毛
晋
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
も
と

に
、
古
松
堂
主
人
す
な
わ
ち
清
人

・
ザ追
昌
が
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻

頭
に
蔵
書
印

「林
氏
蔵
書
」
や

「述
斎
鑑
蔵
図
書
之
記
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
唐
本
は
林
述
斎
の
旧
蔵
本
で
あ
ろ
う
。

前
掲
注

（4

）
に
同
じ
、

一
―
九
頁
。

長
沢
規
矩
也

「解
題
」
（長
沢
規
矩
也
編

『和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
十
五

輯
、
汲
古
書
院
、

一
九
七
六
年
）
三
頁
。

菊
池
五
山
は

『五
山
堂
詩
話
』
（文
化
四
年
序
刊
）
巻
四
に

「余
在
伊
勢
、

大
抵
居
北
。
故
挙
其
人
多
略
於
南
。
北
勢
最
著
者
、
蔵
書
則
高
果
亭
吉
、

好
事
則
伊
筵
亭
伴
。
二
亭
皆
嘗
為
余
皐
伯
通
。
〈中
略
〉
筵
亭
最
愛
人
物
、

客
之
東
西
上
下
者
来
投
刺
其
門
、
必
置
紙
箪
以
要
其
伎
。
無
賢
無
愚
、
相

対
耀
然
。
故
其
所
蓄
古
今
書
画
殆
不
勝
鴻
富
」
（余
伊
勢
に
在
り
、
大
抵

北
に
居
る
。
故
に
其
の
人
を
挙
ぐ
れ
ば
多
く
南
に
略
す
。
北
勢
最
も
著
る

る
者
、
蔵
書
は
則
ち
高
果
亭
吉
、
好
事
は
則
ち
伊
筵
亭
伴
。
二
亭
皆
な
嘗

て
余
が
皐
伯
通
た
り
。
〈中
略
〉
筵
亭
最
も
人
物
を
愛
し
、
客
の
東
西
上

下
す
る
者
来
た
り
て
刺
を
其
の
門
に
投
ず
れ
ば
、
必
ず
紙
筆
を
置
き
以
て

其
の
伎
を
要
す
。
賢
と
無
く
愚
と
無
く
、
相
対
し
て
馳
然
た
り
。
故
に
其

の
蓄
ふ
る
所
の
古
今
の
書
画
殆
ど
鴻
富
に
勝
へ
ず
）
と
書
き
、
伊
達
筵
亭

の
こ
と
を
回
想
し
た
。

大
谷
篤
蔵

・
尾
形
仇

・
信
多
純

一
•
田
中
善
信
が
翻
刻
し
た

『菊
池
五
山

書
簡
集
』
は
、
三
十
四
通
の
菊
池
五
山
直
箪
の
書
簡
を
収
録
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
伊
達
筵
亭
に
宛
て
た
書
簡
が
二
十
八
通
あ
る
。
た
だ
し
、
大

谷
篤
蔵
ら
は
翻
字
の
際
、
宛
先
と
し
て
の
伊
達
筵
亭
の
号

「免
囲
」
を

「兎
園
」
と
誤
っ
て
い
る

（『菊
池
五
山
書
簡
集
』
松
平
文
庫
発
行
、
一
九

八

一
年
、
八

一
＼
八
七
頁
）。

前
掲
注
(10
)

に
同
じ
、
三
頁
。

前
掲
注
(10
)

に
同
じ
、
三
頁
。

前
掲
注
(10
)

に
同
じ
、
六
頁
。

前
掲
注

（4

）
に
同
じ
、

一
―
九
頁
。

揖
斐
高
氏
は

『宋
三
大
家
絶
旬
』
の
注
釈
書

『宋
三
大
家
絶
旬
箋
解
』
（佐

羽
淡
斎
著
、
文
化
九
年
刊
）
を
考
察
し
た
際
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た

「雑

興
』
の
二
十
九
首
を
三
十

一
首
と
誤
っ
て
い
る

（前
掲
注

〈2

〉
に
同
じ
、

二
―――
一頁
）。

前
掲
注

（2

）
に
同
じ
、

一
三
三
頁
。

山
口
旬

「
『卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈

（
二
）
村
居
四
時
雑
題
十
九
首
他
」

（『成
躁
人
文
研
究
』
第
二
三
号
、
二0

一
五
年
三
月
）
二
八
頁
。

2345
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『卜
居
集
』
は
全

一
三
五
首
、
六
九
首
の
田
園
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
田
園
詩
の
詩
題
は
、
「村
家
」
「郊
村
」
「春
日
幽
居
」
「山
荘
十
首
」

「過
友
人
村
居
」
「家
居
」
「石
子
亨
村
屋
分
得
江
韻
」
「村
居
」
「山
居
三

十
首
」
「田
家
二
首
」
「郊
村
」
「村
居
四
時
雑
題
十
九
首
」
で
あ
る
。

『商
舶
載
来
書
目
」
に

「享
保
八
癸
卯
年
／
落
石
湖
詩
集

一
部

一
套
」
や

「宝
暦
十
庚
辰
年
／
石
湖
詩
集

一
部

一
套
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
疱

成
大
の
詩
集
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
記
録
は
二
つ
残
っ
て
い
る

（大
庭
脩

編

『江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一

九
八

一
年
、
六
六
二
頁

・
七
三
七
頁
）。
ま
た
、
享
和
三
年
、
山
本
北
山

が
書
い
た

『ザ氾
石
湖
詩
紗
』
の
序
文
に
「今
在
癸
亥
、
書
陣
青
黎

・
慶
元

・

宮
商
三
家
、
債
天
民

・
緑
陰
二
子
図
石
湖
詩
抄
上
梓
之
事
。
於
是
二
子
乃

取
池
本
集
及
呉
孟
挙
石
湖
集
抄
、
較
饂
竣
功
、
而
還
書
陣
」
（今
舷
癸
亥
、

書
騨
青
黎

・
慶
元

・
宮
商
一二
家
、
天
民

・
緑
陰
二
子
に
債
し
て
石
湖
詩
抄

の
上
梓
の
事
を
図
る
。
是
に
於
て
、
一
一子
乃
ち
サ氾
の
本
集
及
び
呉
孟
挙
の

石
湖
集
抄
を
取
り
て
、
較
饂

．
竣
功
し
て
、
書
陣
に
還
す
）
と
あ
り
、
詩

仏
が
唐
本
の
疱
成
大
詩
集
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

前
掲
注

（2

）
に
同
じ
、

一
三
四
頁
。

中
村
幸
彦

「清
新
論
的
文
学
観
」
（『中
村
幸
彦
著
述
集
』
第

一
巻
、
中
央

公
論
社
、

一
九
八
二
年
）
三
九
五
頁
。

代
表
的
な
も
の
で
言
え
ば
、
注
(1
)

揖
斐
高
氏
の
論
文
も
含
め
、
池
澤

一
郎
氏
の
「
『北
里
歌
』
に
お
け
る
市
河
寛
斎
餡
晦
の
方
法
ー

ぃ
わ
ゆ
る

「長
慶
以
後
の
手
段
」
に
つ
い
て
」
（中
野
三
敏

・
楠
元
六
男
編

「江
戸
の

漢
文
脈
文
化
』
竹
林
舎
、
二0
1
―
一年
）
や
、
新
稲
法
子
氏
の

「竹
枝
詞

の
変
容
ー

詩
風
変
遷
と
日
本
化
ー

」
（滝
川
幸
司

・
中
本
大

•
福
島
理

子

・
合
山
林
太
郎
編

『文
化
装
置
と
し
て
の
日
本
漢
文
学
』
勉
誠
出
版
、

―10

一
九
年
）
な
ど
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

※
本
稿
で
は
、
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、

傍
点
や
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

〔付
記
〕
本
稿
は
、
第
四
二
回
九
州
近
世
文
学
研
究
会

（二0
1
―二
年
十
二
月
二

十
七
日
、
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
加
筆
修
正

を
施
し
た
も
の
で
す
。
当
日
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お
う

じ
き
ょ
う

•
本
学
大
学
院
専
門
研
究
員
）
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